
























































































































































































































































































































































































































No．1 No．2 No．3 No．4 No．5
平均移動距離（cm）
最大移動距離（cm）
平均斜度（°）
平均礫径（cm）
表面角礫層の厚さ（平均値・cm）
礫種の特徴
測線の長さ（cm）
　3．8　　　　　　3．3
　12　　　　　　11
　21　　　　　　21
　　5　　　　　　　8
　　7　　　　　　　8
泥岩優勢　　泥岩優勢
　210　　　　　140
　3．9　　　　　　2．7
　11　　　　　　　8
　22　　　　　　29
　　6　　　　　　12
　　5　　　　　　16
泥岩優勢　　砂岩優勢
　130　　　　　110
　2．2
　　6
　32
　15
　22
砂岩優勢
　230
の厚さが薄かったため移動距離が大きくなった。一方，No．4，5では，砂岩の大きな礫（平均12－
15cm）が多く見られ，表面角礫層の厚さが厚かったため移動距離は小さくなった。
4．考察
　植生分布の違いから区分された各タイプの配置には特に以下のような特徴が認められた。植被率
の高い草本・綾性低木植被斜面やハイマツ植被斜面は斜面下部や凹形斜面に分布し，斜面上部や凸
形斜面には分布が認められなかった。これは，冬季の風と積雪が影響したと考えられる。斜面下部
や凹形斜面では，卓越風の影響を受けにくいために積雪が多く見られる。積雪によって冬季の低温
や乾燥から保護されることで草本植物や罎性低木，ハイマッが多く生育できるため，植被率の高い
草本・1委性低木植被斜面やハイマツ植被斜面が成立したと考えられる。特に，ハイマッは積雪によ
って保護されなければ越冬できないため（例えば，沖津・伊藤1983），ハイマツ植被斜面は十分
な積雪が見られる斜面下部にのみ分布する。一方，斜面上部や凸形斜面では，卓越風の影響で積雪
が少なく，冬季の乾燥や強風にさらされることで植物が生育しにくくなり，植被率が低下したと考
えられる。
　植生分布に関わる条件はそれ以外にも認められる。植生に乏しい岩屑斜面，岩塊斜面において植
被率の低下をもたらすのは斜面物質の構成である。調査地域に分布する砂岩と泥岩には，生産され
る礫の大きさやマトリックスの有無，さらには斜面物質の移動量に一定の傾向が認められた。調査
地域における，地質と斜面構成物質および斜面の安定性の関係は以下のようにまとめられる。
　泥岩は節理密度が高く，長径30cm以下（概ね，10　cm以下）の小さな礫を生産する地質であ
る。泥岩の礫が多い斜面は，表面角礫層の薄いマトリックスに富んだ岩屑堆積層からなる岩屑斜面
で，表面礫の移動距離が大きい相対的に不安定な斜面である。一方，砂岩は長径30cm以上の大
きな礫を生産する地質である。砂岩の礫が多い斜面は，表面角礫層の厚いマトリックスに乏しい岩
塊堆積層からなる岩塊斜面で，表面礫の移動距離が小さい相対的に安定な斜面である。
　植生に乏しい岩屑斜面は泥岩の礫を主体とする岩屑堆積層からなり，不安定な斜面である。そこ
では，表面礫の移動による種子や植物体の埋没，根切れ（例えば，中条1983）が起こるため植物
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　　　　　　　　図9　赤石岳の高山帯における植生景観の環境条件
く風上側斜面〉
　　　　　　團
（斜面下部／凹形斜面）
4．難嫁・辮雛麟轍嚢鱗
5．《ぜ響輔鰻麟難
が生育しにくくなり，植被率が低下したと考えられる。一方，植生に乏しい岩塊斜面は砂岩の礫を
主体とする岩塊堆積層からなり，岩屑斜面よりは安定した斜面であるため，斜面物質の移動量から
見ると植物の生育に適していると言える。しかし，岩塊斜面では水分や栄養分を保持し，植物が根
を張る際に必要な細粒物質に乏しいため植物は生育しにくくなり，植被率が低下したと考えられる。
　最後に，斜面上部の傾斜が緩い凸形斜面に分布する縞状植被斜面についてである。縞状植被斜面
は岩屑斜面からなり，裸地の部分にソリフラクショソローブが形成される（写真6）。また，この
斜面の斜面物質の構成は植生に乏しい岩屑斜面と類似する。しかし，それと比べると斜面の平均傾
斜が20°以下の緩斜面であるため，表面礫の移動距離が小さい一部の場所（例えば，ソリフラクシ
ョンローブの側面や末端部など）が植被された結果，縞状の配置が成立したと考えられる。
　以上のように，高山帯景観の植生分布の成立には卓越風の影響と冬季の積雪分布，および斜面物
質の構成が関与すると考えられる。図9に両者の関係性をまとめた。
5．　まとめ
　南アルプス赤石岳の高山帯において，高山景観の形成に関わる条件を明らかにした。特に，調査
地域に分布する周氷河性平滑斜面の植生分布に着目し，卓越風の影響，斜面物質の構成，斜面の微
地形が景観の形成にどのように関わるのかについて検討し，以下の結論を得た。
①赤石岳主稜線の西向き斜面には周氷河性平滑斜面が分布する。この斜面は稜線からの標高差が
　　20－40m，斜面長にして30－80　mの範囲に分布する傾向が認められる。
②周氷河性平滑斜面は植生分布の違いから以下の5タイプの斜面に区分される。植被率の低い
　　方から順に，「植生に乏しい岩屑斜面」，「植生に乏しい岩塊斜面」，「縞状植被斜面」，「草本・
　　綾性低木植被斜面」，「ハイマッ植被斜面」である。
③植被率の高い草本・綾性低木植被斜面やハイマツ植被斜面は，斜面下部や凹形斜面に分布す
　　る。これらの斜面は，斜面下部や凹形斜面で積雪が多く，植物が越冬しやすい条件が作られた
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ため成立したと考えられる。
④植被率の低い植生に乏しい岩屑斜面，岩塊斜面は積雪の少ない斜面上部や凸形斜面に分布す
る。これらの斜面での植被率の低下には積雪分布だけでなく，斜面物質の構成も関与している。
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